
＋自動問題作成機能

失語症は、脳卒中、脳腫瘍、頭部の外傷などが原因で脳が損傷を受けることで起こる高次脳機
能障害の一種です。医療分野のデジタル化を通して言語聴覚士の負担を軽減し、失語症者の職業
復帰を支援する、リハビリテーションプラン作成機能と問題解答トレーニング機能を有した言語
聴覚訓練支援システムを開発しています。開発しているシステムは、長期間にわたり機能回復訓
練を行えるよう、病院での利用のみならずホームワーク用教材として使用できるようタブレット
端末用アプリとして実装しています。

研究概要

音声機能、言語機能又は聴覚に
障害のある者についてその機能の
維持向上を図るため、言語訓練な
ど、これに必要な検査及び助言、
指導その他の援助を行うことを業
とする者

言語聴覚士

約４万５千人
日本言語聴覚士協会調べ

日本失語症協会調べ

約５０万人

失語症者
大脳の言語中枢の損傷により、
「聴く」「話す」「読む」「書く」の言語に
関わる機能に障害を患っている者
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リハビリテーションプラン作成機能

問題解答トレーニング機能

出典：「大脳皮質の機能と分野」
https://www.saiseikai.or.jp/medical/disease/stroke/
(アクセス日： 2026年7月14日)

機械学習を用いた
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リハビリプランとは
どの種の問題を何問課すかを決めたもの

[LLM（大規模言語モデル）を利用して、
意味理解・長文読解の問題を
自動作成する機能]

失語症者のための言語聴覚訓練支援システムの開発
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